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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本電機工業会（JEMA），一般社団法人日本電気制御機器工業会（NECA）及び一般財団法人日本規格協

会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会

の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 3502:2011 は改正され，

この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

B 3502：2021 (IEC 61131-2：2017) 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

白   紙 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 B 3502：2021 
 (IEC 61131-2：2017) 
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コントローラ－装置への要求事項及び試験 

Industrial-process measurement and control- 

Programmable controllers-Equipment requirements and tests 

 

序文 

この規格は，2017 年に第 4 版として発行された IEC 61131-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，次の産業用制御装置に関する機能及び電磁両立性（EMC）の要求事項及び関連する検証試

験について規定する。 

－ プログラマブルコントローラ（PLC） 

－ プログラマブルオートメーションコントローラ（PAC） 

－ リモート入出力 

－ プログラミング及びデバッグツール（PADT） 

－ 産業用 PC（コンピュータ）及び産業用パネル PC 

－ 産業用ディスプレイ及びヒューマンマシンインタフェース（HMI） 

－ 分散制御システム（DCS）及び適用範囲に記載する DCS 構成要素 

－ 次の機能のいずれか又は複数の機能を主目的とする製品 

－ PLC 及び／又は PAC を含む産業用制御装置の機能 

－ 機械の制御及び指令を行う周辺機器の機能 

－ 機械制御，離散制御，連続制御などの自動製造プロセス及び工業プロセスの機能 

この規格では，“制御装置”は PLC 及び PAC と同様に“産業用制御装置”と同じ意味で使用する。 
 


